
令和元年度 専門指導員派遣事業アンケート集計結果 

                                                   岡山県健康の森学園支援学校 

専門指導員派遣事業を活用された１７校園からの回答をまとめた。  

 

１ 設問別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート数１７で、標本数と有意差を考慮した上、相関係数を見ると高い数値を示し、

設問間で互いに関係するものがあることが分かった。 

「設問(６)今後の見通し」がもてることと、「設問(３)校内支援体制」を積極的・意図的

に整えていくこととは関係している。 

事業活用した全校園に共通した相談事項は、『幼児児童生徒の支援』である。相談事項『幼

児児童生徒の支援』改善のために、「設問(５)幼児児童生徒への理解」と「設問(４)職員意



識の変化」とは関係している。 

「設問(５)幼児児童生徒への理解」の進度に伴い、「設問(４)職員意識の変化」や「設問(２)

相談事項の変化」が緩やかに促進された可能性がある。 

「設問(７)要望を踏まえての相談」と「設問(８)専門指導員派遣事業活用」とは関係して

いる。 

 

 

２ 情報提供等で役立ったこと（一部紹介） 

・個別の教育支援計画作成の仕方や個別支援の進め方など具体的に教えていただいた。 

・専門的な意見や具体的な助言をいただいた。後日、支援学校を見学させていただき、実

際の支援の様子や教材等を見せてもらい、指導に生かすことができた。 

・児童の将来を見通した支援の在り方について考えることができた。 

・子どもの様子を見てからアドバイスをいただけるので、一人一人に合った支援の仕方を

知ることができ、大変勉強になる。職員の共通認識ができた。 

・学校全体で取り組むべきことや共通理解しておくことを確認できてよかった。 

・具体的な支援方法を教えていただけて、すぐに実践してみることができた。幼児を指導

する職員数が少なく、考え方も固定してしまいがちなため、担任としては、幼児の指導、

職員の指導連携についても教えていただけて、大変ありがたかった。 

・普段の何気ない行動にも、支援のヒントがあることを知ることができた。 

・全職員で取り組む支援体制づくりや支援計画の作成、具体的な支援の手立て等について

助言をいただき、大変ありがたかった。 

・子ども一人一人のもつ特性や発達検査から分かる有効な支援の在り方を具体的に教えて

いただいた。 

・児童の特性に応じた的確なアドバイスをもらった。担任の思いにも寄り添い、具体的な

手立てを示し、励まして下さったので大変ありがたかった。 

・接し方や指導の方法に私たちが固定観念をもち、行き詰まった感があったが、「～な方

法もある」「～な事もできる」と教えていただき、柔軟に考えていくことの重要性を感

じた。 

 

 

３ 事業全体を通して（一部紹介） 

・今後もこの事業が継続されるよう願うばかり。 

・指導を受けた方法で実際に支援している様子や子どもの様子、改善した方がよい点など

も相談したい。 

・園長としては、支援の仕方や言葉の掛け方等で悩む教員に、具体的な言葉や支援を示し

ていただきながら、今できている支援も認めていただけたことで、見通しがもて、少し

自信もついたようで、幼児の成長も感じることができた。 

・専門的な立場の方から指導していただき、とても参考になり、光が見えてきた印象をも

った。今後ともよろしくお願いしたい。 

 



○子どもの問題を発見し、早期に情報共有を行うことで改善に至るケースがある。事業活

用も視野に入れて、早期発見・早期対応に努めたい。 

 

４ 今年度の事業を振り返って 

○個別の教育支援計画を作成されるようになってきている。進級学年、進学先に届けられ、 

 新旧担任による引き継ぎが行われ、支援に関わる職員間で情報共有されるようになって 

きている。移行後も必要に応じて、旧担任から再度情報を得たり個別の教育支援計画作 

成後も支援の検討を重ねたりする中で、よりよい支援に近づけていきたい。 

 ○個別の教育支援計画作成にあたっては、対象児本人の視点で、将来を見通した支援の在

り方を探っていきたい。将来、本人や保護者が成長の足跡として誇らしく感じられるよ

うな表記を期待する。 

 ○今年度も緊急性の高い依頼があった。どのような場合も個別的支援とともに集団的な支

援や校内支援体制を整えることで、根本的な改善に向かうと感じた。 

 ○派遣時期は、１学期は早期対応のため４月から依頼があった。２学期３学期は同じ派遣

先に複数回訪問することもあった。依頼件数は増える傾向だが、派遣希望に添えるよう

に日程調整を行いたい。 

 ○アンケート結果も示すとおり、本事業を有効活用していただくために、学校園の要望を

踏まえての相談となるように努めたい。 


